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荻外荘に対する伊東忠太の意志に関する近衞文麿の文章

「（前略）（入澤達吉の）親戚の伊東博士が、自分に任して〔ママ〕、
自分の思う通りの家を建てさして呉れと申込んだのを承知して、伊東博
士に一切を任されたのだそうである。伊東博士は、将来の日本家屋の標
準を打ちたてるのだというえらい抱負と意気組〔ママ〕で、苦心経営、
設計だけでも半年を費やし、工事に二年あまりをかけ、昭和三年〔マ
マ〕に竣工した」

※典拠：近衞文麿「荻外荘清談（三）」『政界往来』3月号、政界往来社、昭和15年（1940）3月
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伊東忠太設計の現存する邸宅建築としての価値



当プロジェクトが完了したあと、新たな歴史が加わった荻外荘という地
域の文化資源を、大切に維持管理していくことで、豊かな地域環境がつ
くりあげられていき、その時に改めて「移築」に加え「復原」という行
為の可能性が注目され、また社会的意義を獲得する

3
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